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内容の要旨及び審査の結果の要旨
［'231]-metaiodobenzylguanidine(['四I]1VⅡBG)は,交感神経終末においてノルエピネフリンと類似の
動態を示す．我々は['231]ｈｎＢＧ心筋シンチグラフイ_で，レヴイー小体型痴呆（DLB）とアルツハイ
マー型痴呆（DAT）の心臓交感神経機能の評価し，その鑑別における有用性を検討した．
対象と方法
対象はそれぞれ１４人のprobableDATとprobableDLBと診断された患者である．ＤＡＴ患者は，平
均年齢は，70.9±5.1歳．minimentalstateexamination（IVnlSE）の平均点は18.5±5.9,罹病期
間は平均は36.5±24.2ケ月．ＤＬＢ患者の平均年齢は，７３．６±6.6歳．ＭｖＩＳＥの平均点は１９±５，
平均罹病期間は41.9±31.1ケ月．111ＭＢｑの['２３１]ＭＩＢＧを投与し２０分後と３時間後にそれぞれ
planar正面像とSPECT像を撮像した．左室心筋を囲む領域（Ｈ）と縦隔（Ｍ）に関心領域を設定し，
心筋･縦隔比（H/Ｍ比）を算出した．起立時の血圧が，収縮期２０ｍｍＨｇ，もしくは拡張期10ｍｍＨｇ
以上低下する症例を，起立性低血圧と診断した．結果は，平均±１標準偏差で示し，平均値の差の検
定にはStudentのｔ検定，一元配置分散分析法を用いた．危険率ｐが0.01未満の時に有意差ありと
判断した．
結果
早期像及び後期像でＤＡＴ患者において心筋に集積がはっきり認められ,ＤＬＢ患者では，全く集積が
認められなかった.Ｈ/Ｍ比の平均値は早期像･後期像ともそれぞれＤＡＴ患者群が2.29±0.33.2.20
±0.32でＤＬＢ患者群が1.31±0.19.1.20±0.13となりｐ<0.0001で有意にＤＬＢ群で低下してい
た．起立試験では，４人のＤＡＴ患者と１３人のＤＬＢ患者に起立'住低血圧を認めた．
結論
以上の結果から,DLBの患者は初期から心臓交感神経機能異常を有していると考えられた.['２３１]ⅦＢＧ
心筋シンチグラフィ_は，病初期においてもＤＬＢとＤＡＴの鑑別に役立つと考えられた．
[､31]MIBＧ心筋シンチグラフイ一を用いることで，臨床診断の困難なＤＡＴとＤＬＢの鑑別が可能と
なり，ひいてはＤＡＴの早期診断・早期治療への道を開いた臨床的に有益な研究であり，学位授与に
値すると評価された．
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